
令和３年度 ICTを活用した学びのDX事業【取組事例】

北海道札幌手稲高等学校

（取組のポイント）

これからの学校教育を支える基盤的なツールとしてICTの活用が必要不可欠との認識に立

ち、生徒が自ら課題を探究し、柔軟に解決できる問題解決力や情報活用能力、新たな価値を

創造する能力を育む授業、いわゆる「令和の日本型学校教育」の実現に向けた実践が必要で

あると考える。そのために教員のICT活用能力の向上を目指した取組を推進する。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○課題意識を共有し、ICTの効果的な活用に向けた校内研修会やオンライン授
業やオンライン研修等の取組を通して教職員のICT活用意識・能力が向上し
た。

取組に当たっての課題意識

取組の成果

具体の取組例 事業との関連等

○Zoom専用スペースの設置

【目的】

Zoom会議のための環境整備

【成果】

・教員のキャリアステージに応じた

研修会参加の促進

○Google  Classroom開設に向けた取組

【目的】

ICTを活用した教育に向けた基盤整備

【成果】

・教職員の意識改革

・各種アンケートの配信と集計

・全体やクラスへの連絡、課題の配布

と回収に活用

○ICT活用能力向上研究協議会

【目的】授業で効果が期待できる指導場

面の確立

【成果】

・参加者（管内高校27名）が主体的・

対話的で深い学びに向けたICTの効

果的な活用についての研鑽

【期待】

・参加者の所属校において研究協議内

容について還元・活用

〇教育局による助言

・７月13日（火）

・ICTを活用したアンケート

の実施の留意点について

〇視察研修の受入

・11月８日（月）

・恵庭南高等学校

・ICT機器の活用について

〇ICT教育推進課による助言

・12月10日（金）

・教員のICT活用能力の向上

に向けて
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「令和の日本型学校教育」の実現に向けた取組

校内研修の様子
（Google Classroom 開設）

●～教員のICT活用能力の向上に向けて～
１人１台端末を使いながら授業で効果が期待できる指導場面の確立に向けた研究・推進

Zoom専用スペース

研究授業の様子
（1人1台端末の授業）


